
森幸安の地図を追って

〈
調
査
報
告
〉

森
幸
安

の
地
図
を
追

っ
て

函
館
市
中
央
図
書
館
と
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
調
査
報
告

辻

垣

晃

一

は
じ

め
に

幸
安

の
地
図
と
調
査
の
経
過

森
幸
安
と
は
、
江
戸
時
代
中

期

に
活
躍
し
た
地
図
考
証
家

で
あ
り
、

『日
本
志
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
世
に
残
し
た
人
物

で
あ
る
。
『
日
本
志
』

の
構
成
は
、
天
文
図
、
世
界
図
、
日
本
図
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
六
十
八

州
各
国
の
地
図
、
都
市
図
、
神
社
仏
閣
図
、
景
勝
図
な
ど
様

々
な
種
類

の

地
図
や
洛
中
洛
外
や
大
和
国
な
ど
の
地
誌
か
ら
成
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、

そ
れ
ら
の
地
図
を
空
間
的
か
つ
時
間
的
に
校
合
し
、
さ
ら
に
は
現
在
情
報

を
地
図

に
満
載
さ
せ
る
努
力
を
す
る
な
ど
、
視
覚
的
に
地
図
を
表
現
す
る

と
こ
ろ
に
あ

っ
た

(地
誌
は
地
図
に
付
随
す
る
)。

こ
う
し
た
地
図
は
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
林
吉
永

ら
の

「観
光
絵
図
」
や
伊
能
忠
敬
の

「実

測
図
」
と
は
性
格
が
異
な
る

「
情
報
地
図
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
性
格
を
持

っ

て
い
た
。
幸
安
は
、
土
地
土
地

を
歩

い
て
ま
わ
り

(「巡
視
」)
、
そ

の
土

地

の
人
に
尋
ね

(「聞
問
」)、
過

去

の
文
献
を
調
査

し

(「閲
」)
、
様

々
な

情
報
を
総
合
的

に
捉
え
、
「地

の
理
」
を
全
う
さ
せ
る
形

で

「情
報
地
図
」

を
作
製
し
た
。

従
来
、

一
九
七
〇
年
代
に
柴
田
勅
夫
氏

の
手

に
よ

っ
て
幸
安
地
図
が
目

録
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
判
明
し

て
い
た
幸
安
地
図
は
、
国
立
公
文
書

館

・
金
刀
比
羅
宮
図
書
館

・
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
分
だ
け
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、

一
九
八
○
年
代
以
降
に
、
京
都
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
博
物

館

の
地
図
目
録
が
次

々
に
上
梓
さ
れ
る
中
で
、
個
別
に
幸
安
地
図
の
存
在

が
明
ら
か
と
な

っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
幸
安
地
図
の
解
明
は
ま
だ
誰
も
成

し
遂
げ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
二
〇
〇

一
年
現
在
で
知
り
得

る
幸
安
地
図
を
と
に
か
く
集
め
て

み
よ
う
と
幸
安
地
図

の
博
捜

に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
国
立
公
文
書
館
他

九
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
森
幸
安

の
地
図
の
全
目
録
を
完
成
さ
せ
上
述

の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

辻
垣
晃

一
・
森
洋
久
編
著

『森
幸
安

の
描

い
た
地
図
』
(日
文
研
叢
書
二
九
、

二
〇
〇
三
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
函
館
市
中
央
図
書
館
に
幸
安
地
図
が
七
点
保
管
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さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
調
査
を
行

っ
た
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
の
新

資
料
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
在
住
の
古
地
図
研
究
家

・
高
木
崇
世
芝

氏
か
ら
、
所
在
の
旨
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
紙
面
を
借
り
て
、
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

ま
た
、
さ
ら
に
、
函
館
調
査
を
進

め
て
い
く
中

で
、
「森
幸
安

(謹
斎
)

編

日
本
輿
地
図

八
十
五
枚

帝
国
図
書
館

二

=
二
函

四
八
号
」

と
い
う
記
載
の
あ
る
付
箋
を
見

つ
け
た
。
「
帝
国
図
書
館
」
と
あ
る
た
め
、

国
会
図
書
館
を
調
査
し
て
み
る
と
、
国
立
公
文
書
館
等
と
関
連
す
る
幸
安

自
筆

の
原
本
と
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
本
稿

で
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
報

告
す
る
。一

新
出

の
幸
安
地
図

そ
の

一

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
分

収
集
し
尽
く
し
た
結
果
、
も
は
や
幸
安
地
図
は
こ
の
世

に
存
在
し
な
い

の
で
は
な
い
か
、
だ
と
す
る
と
か
な
り
限
定
さ
れ
た
史
料

で
幸
安
地
図
の

解
明
に
努
め
ね
ぽ
な
ら
な

い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
前
途
多
難
な
思
い

で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
高
木
氏
の
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に

よ

っ
て
光
明
が
射
し
こ
ん
だ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
高
木
氏
の
ご

厚
意

に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

さ
て
、
函
館
所
蔵
分
が
自
筆
な

の
か
写
し
な
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
に
せ

よ
前
著
で
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な

る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か

っ
た
情
報
が
詰
ま

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

っ
た
期
待
を

胸

に
函
館

へ
飛
ん
だ
。

調
査
方
法

は
、
前
著
と
同
様
、
「表
題
」
(地
図

の
表
紙
に
付
さ
れ
た
地

図
名
)
、
「内
題
」
(地
図
の
中
に
書
か
れ
た
地
図
名
)
、
「
成
立
年
代
」
(識
語

に
書
か
れ
た
年
記
)、
「
内
容
年
代
」
(地
図
の
内
容
を
示
す
年
代
)、
「
形
態
」

(手
描
き
か
出
版
か
、
彩
色
か

一
色
か
)
、
「
史
料

の
性
格
」
(自
筆
の
原
本
か

後
世
の
写
し
か
)
、
「
大
き
さ
」
(地
図
を
広
げ
た
と
き
の
寸
法
)、
「備
考
」

(そ
の
他
必
要
な
情
報
)
、
と

い
う
項
目
を
立

て
て
行

っ
た
。
ま
た
、
備
考

欄

に
記
し
た
識
語
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
現
代
仮
名
遣

い
に
書
き

改

め
た
。

で
は
、
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵

の
新
出
幸
安
地
図
に
関
す
る
書
誌
情

報
を
記
し
、
前
著
目
録

の
不
備
を
補

い
た
い
。

日
本
志
東
山
道
部

奥
州
南
部
之
地
図

図
1

(表
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

奥
州
南
部
管
内
地
図

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

奥
州

南
部
之
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦

二
年
八
月

(内
容
年
代
)
宝
暦
二

(形
態
)
手
彩

(史
料
の
性
格
)
原
本

(大
き
さ
)

一
五
四

・
二
×
七

七

・
四
セ
ソ
チ

(備
考
)
「
こ
の
南
部

の
図
は
、
奥
州
盛
岡
南
部
家

の
士
中
野
忠
右
衛
門

と

い
う
者
、
貯
う
る
所
な
り
。
上
方
歴
覧

の
刻
、
そ

の
盛
岡
南
部
家

の
用

所
宇
野
氏
の
宅
に
旅
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
伝
え
て
元
文
四
年
九
月
十
三

日
宇
野
宗
明
写
す
。

し
こ
う
し
て
、
同
五
年
閏
七
月
主
税
吉
賢
伝
え
て
模
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森幸安の地図を追って

す
。
今
時
ま
た
予
伝
え
て
こ
れ
を
校
す
。
こ
の
図

の
体
た
る
や
な
り
。
も

っ
と
も
、
詳
密
た
る
な
り
。
○

ま
た
外
に
南
部
十
郡

の
図
あ
り
。
こ
れ
も

鮮
明
な
り
。
そ
の
図
は
仙
台
領

二
十

一
郡

の
図
と
併
合
し
て
見
る
べ
き
な

り
。
こ
の
南
部
の
図
は
、
蝦
夷

の
図
と
南
北
に
併

て
見
る
べ
し
。
し
か
れ

ば
す
な
わ
ち
南
部
と
蝦
夷
と
の
方
位
、
詳
に
知
れ
り
。

い
わ
ゆ
る
南
部
十

郡
は
、
こ
と
ご
と
く
南
部
家
の
管
領
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
よ

っ
て
、
す
べ

て
南
部
と
号
す
。」

奥
州
仙
台
管
領
地
図

図
2

(表
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

仙
台
管
内
地
図

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

奥
州

仙
台
管
領
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
二
年
十
月
二
十
日

(内
容
年
代
)
宝
暦
二

(形
態
)
手
彩

(史
料
の
性
格
)
原
本

(大
き
さ
)

一
〇
二

・
七

×
三

八

・
六
セ
ン
チ

(備
考
)
図
版

一
九
四
識
語

に
あ

る

「仙
台
管
領

二
十

一
郡

の
地
図
」

の

こ
と
。
「
二
十

一
郡
分
界
目
安
并

村
員
貢
量
」
あ
り
。

奥
州
南
部
管
領
地
図

図

3

(表
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

南
部
管
領
地
図

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

奥
州

南
部
管
領
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
二
年
十
月
二
十

一
日

(内
容
年
代
)
宝
暦

二

(形
態
)
手
彩

(史
料

の
性

格
)
原
本

(大
き
さ
)
七

六

・
六
×
五

七

・
四
セ
ン
チ

(備
考
)
「
こ
の
南
部

の
領

は
、
奥
州

の
地
十
郡
を
管
す
。
図
す
る
と
こ

ろ
、
陸
奥
国
南
部
家
管
領

の
地
図
は
、
す
な
わ
ち
南
部
氏

の
貯
す
る
と
こ

ろ
に
し
て
、
そ
の
用
所
宇
野
宗
明
家
蔵
す
。
伝
え
て
模
す
。
そ
の
図
、
海

帆
之
路
数
及
び
陸
坂
之
曲
斜
等
あ
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
前

の
八
月

に
著
す
る
南
部

の
地
図
は
、
こ
と
ご
と
く
陸
坂
海
浜
島
嶼
帆
路
等
を
載
す
。

ゆ
え
に
、
当
国
を
除
く
。
こ
の
図
は
、
仙
台
領
及
び
津
軽
領
出
羽
国
の
地

図
等
と
併
合
し
て
見
る
べ
し
。
し
か
れ
ぽ
す
な
わ
ち
、
出
羽
奥
州

の
輿
地

大
率
足
れ
り
。
」

奥
州
津
軽
之
地
図

図
4

(表
題
)
日
本
盥
ハ地
東
山
道
部

津
軽
管
内
地
図

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

奥
州

津
軽
之
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
三
年
正
月
三
十
日

(内
容
年
代
)
宝
暦
三

(形
態
)
手
彩

(史
料
の
性
格
)
原

本

(大
き
さ
)
七

六

・
六
×
七

七

・
○
セ
ソ
チ

(備
考
)
「
京
師

よ
り
、
こ
こ

[弘
前

へ
二
百
八
十
餘
里
、
三
馬
屋

へ
三

百
里
ば

か
り
]
に
至
る
ま
で
、
行
程
記

[北
の
た
つ
ひ
よ
り
南

の
碇
関
ま

で
三
十
四
里
]
に
見
ゆ
。」

陸
奥
国
信
夫
郡
福
嶋
地
図

図
5

(表
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

奥
州
福
嶋
地
図

(内
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

陸
奥
国
信
夫
郡

福
嶋
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
五
年
九
月
朔
日

(内
容
年
代
)
宝
暦
五
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(形
態
)
手
彩

(史
料

の
性
格
)
原
本

(大
き
さ
)
七
七

・
○
×
五

八

・
○
セ
ン
チ

(備
考
)
「
こ
の
図
は
、
宝
永

五
年

に
著
す
。
按
ず

る
に
、
今

五
十
年
を

経
る
と

い
え
ど
も
、
街
路
町
区
諸
屋
敷
等
の
増
減
、
多
く
は
有
る
べ
か
ら

ず
。」

陸
奥
国
白
川
地
図

図
6

(表
題
)
日
本
輿
地
東
山
道
部

奥
州
白
河
地
図

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

陸
奥

国
白
川
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
五
年
十
月
上
旬

(内
容
年
代
)
宝
暦
五

(形
態
)
手
彩

(史
料

の
性
格
)
原
本

(大
き
さ
)
七

六

・
七
×
五

七

・
五

セ
ソ
チ

(備
考
)
「○
こ

の
図
は
、
元
禄

年
間
に
著
す
る
と
こ
ろ
か
。
和
州
郡
山

モ
ト

ヲ
カ

故
の
本
多
家

の
蔵
る
る
と
こ
ろ
な
り
。
慶
安
年
よ
り
貞
享

の
初

め
に
至
る

ま
で
、
本
多
能
登
守
忠
義
、
同
下
野
守
忠
平

二
代

の
間
、
こ
の
白
河
城

に

藩
封
す
。
ゆ
え
に
故

の
本
多
家

に
こ
の
図
あ
る
か
。
し
か
れ
ば
、
こ
の
図

は
そ
の
居
城
の
時

の
著
な
る
か
。
今
な
お
相
替
わ
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ざ

る
を
も

っ
て
、
模
せ
ず
し
て
輿

地
の
部

の
地
図
と
す
る
な
り
。
○
当
白
川

の
地
は
、
奥
州
南

の
端
に
あ
り
。
昔
、
蒲
生
飛
騨
守
秀
行
管
領
町
野
長
門

守
居

る
。
寛
永
四
年
よ
り
丹
羽
長
重
、
こ
の
白
川

の
城

へ
藩
封
す
。
以
降

交
易
今
に
至
る
。
○
予
が
著
す

る
と
こ
ろ
の
図
、
か
く
の
ご
と
き
城
あ
る

者

は
、
い
ま
だ
用
い
ず
と
い
え
ど
も
、
当
図
は
故

の
本
多
家

の
浪
士
、
予

に
譲
る
の
ゆ
え
に
直

に
用
い
て
東
山
道
部

の
図
と
す
。」

陸
奥
出
羽
両
国
地
図

図
7

(表
題
)
日
本
輿
地

陸
奥
出
羽
両
国

(内
題
)
日
本
志
東
山
部

陸
奥
出
羽
両
国
地
図

(成
立
年
代
)
宝
暦
六
年
十

一
月
朔
日

(内
容
年
代
)
宝
暦
六

(形
態
)
手
彩

(史
料
の
性
格
)
原
本

(大
き
さ
)
二
三
三

・
八
x

一

一
三

・
五
セ
ソ
チ

(備
考
)
図
版

一
九
二
の
原
図
。

七
点
す
べ
て
幸
安
自
筆
の
原
本

で
あ

っ
た
。
幸
安
は
東
北
地
方

の
地
図

作
製
に
積
極
的
で
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
を
覆
さ
れ
る
結
果

だ

っ
た
。
七
点
か
ら
得
ら
れ
た
新
情
報
は
以
下
の
通
り
。

①

幸
安
著

『日
本
志
』
東
山
道
部
に
新
た
に
七
枚
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

②

「陸
奥
出
羽
両
国
地
図
」
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

の
後
世

に

よ
る
写
図
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
原
本
に
相
当
す
る
地
図

が
見

つ
か

っ
た
。

③

「南
部
之
地
図
と
南
部
管
領
地
図
を
併
合
し
て
見

る
よ
う
に
」
、
ま

た

「
南
部
之
地
図
は
蝦
夷
国
図
と
併
合
し
て
見
る
よ
う
に
」
、
「南
部

管
領
地
図
は
仙
台
管
領
地
図
及
び
津
軽
領
出
羽
国

の
地
図
と
併
合
し

て
見
る
よ
う
に
」
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「地
図
と
地
図
を
繋

ぎ
合
わ
せ
る
」
と
い
う
幸
安
独
自

の
発
想
で
あ
る
。

④

前
著
図
版

一
九
四

「
仙
台
管
領
属
城
図
」
(北
野
天
満
宮
所
蔵
)
の

識
語
に
あ
る

「仙
台
管
領

二
十

一
郡
の
地
図
」
は
、
函
館

の

「仙
台
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図1 南部之地図
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仙台管領地図図2
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図3南 部管領地図

323



。_。。_,。。_。。_。 。_。。_。 。一 。。一 。。一 。・一 ・・一 ・。一 ・。一 。。一 。。一 。。一 ・。一 ・。一 。。一 。・一 。。⊂ ⊇。・一 ・・一 。・一 。・一 。・一 開ロ 。0ロ。。ロ 。0ロ。。ロ 。。ロ 。。ロ 。9ロ。。ロ 。。ロ 。。口00ロ 。0ロ 。。ロ00ロ 。U=。 。ロ 。。⊂コ。

図4津 軽之地図
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福嶋地図図5
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図6陸 奥国白川地図
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図7陸 、奥出羽 両国地図
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管
領
地
図
」

の
こ
と
で
あ

る
。

⑤

幸
安
に
地
図
を
提
供
し
て
い
る
人
物
と
し
て
何
度
も
登
場
す
る
宇

野
宗
明
、
渡
辺
吉
賢
、
故

本
多
家
を
、
再
び
確
認
で
き
た
。

⑥

極
力
新
し
い
地
図
情
報

を
載
せ
る
態
度
を

「福
嶋
地
図
」
や

「白

川
地
図
」
で
再
確
認
で
き

た
。

⑦

「津
軽
地
図
」
で
は
、
「
行
程
記
」
と
呼
ぶ
記
録
を
参
考
に
し
て
い

る
。二

新
出
の
幸
安
地
図

そ
の
二

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
分

函
館
調
査
を
進

め
て
い
く
中

で
、
さ
ら
に
興
味
深

い
発
見
が
あ

っ
た
。

地
図
七
点

を
収

め
る
装
幀

に
、
「森

幸
安

(謹
斎
)
編

日
本
盥
ハ地
図

八
十
五
枚

帝
国
図
書
館

一
=

三
函

四
八
号
」
と
い
う
記
載

の
あ
る

付
箋
が
貼
り
付
け
て
あ

っ
た
。
「帝
国
図
書
館
」
と
あ
る
た
め
、
『増
訂
帝

国
図
書
館
和
漢
図
書
分
類
目
録

地
誌
及
紀
行
之
部
』
(明
治
三
十
五
年
五

月
三
十

一
日
)
を
開
い
て
み
た
。

四
四
頁

に
、
た
し
か
に

「
日
本
輿
地
図

森
幸
安

(謹
斎
)
編

八
五
枚
」
と
書

か
れ
て
い
た
。
国
立
国
会
図
書
館

に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
東
京
本
館

の
古
典
籍
資
料
室

で
閲
覧
で
き
る
と

の

こ
と
で
あ

っ
た
。
調
査
を
し
て
み
る
と
、
大
半
が
幸
安
自
筆

の
原
本
と
見

ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

た
大
収
穫
と
な

っ
た
。

そ
こ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
幸
安
地
図
に
関
す
る
情
報
を
記
し
て

お
き
た
い
。
当
館

の
幸
安
地
図

は

「
日
本
盥
ハ地
図
」
と

い
う
総

タ
イ
ト
ル

の
も
と
、

八
つ
の
帙

に
計
八
十

五
枚
の
地
図
が
分
割
収
納
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
九
点
は
幸
安
自
筆

の
地
図
の
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
内
容
で

は
あ
る
。
が
、
検
討
に
値
す
る
。
た
だ
し
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら

な
い
。
帙

へ
の
格
納
は
も
ち
ろ
ん
現
代

に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
地
図

に

「購
求
明
治
三
四

・
五

・
四
」

の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
後
期

に
国
会
図
書
館
が
古
書
店
か
ら
買

い
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
他

に
も
、
「儀
岡
」
「萬
源

(
カ
)
社
印
」
な
る
旧
蔵
者

の
朱
印
が
押
さ
れ

て

い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
国
学

者
の
手
元
か
ら
離
れ
て
明
治
時
代

の
企
業
が
購
入
し
、
そ
の
後
古
書
店

へ

と
流
れ
着

い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

当
館
所
蔵
の
地
図
は
、
お
お
よ
そ
自
筆

の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
他

館
で
知
ら
れ
て
い
る
幸
安
自
筆

の
地
図
と
比
較
し
て
内
容
も
寸
法
も
同
じ

も
の
が
多

い
。
こ
う
し
た
地
図
は
、
自
筆
原
本
と
は
い
え
、
幸
安
自
筆

に

よ
る
写
図

(複
製
品
)
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
他
館
の
地
図
と
同
じ
内
容
を
持

つ
写
図
か
ら
紹
介
し

て
お
こ
う
。
調
査
方
法
は
、
前
著
な
ら
び

に
函
館
図
書
館

の
時
と
同
じ
で

あ
る
。

凡
例地
図
名

の
次

の
請
求
番
号
は
、
国
会
図
書
館

の
請
求
番
号

「
一
=

三

/
四
八
」

に
続
く
枝
番
号
を
示
す
。

備
考

の
省
略
記
号
に
つ
い
て

(前
著
目
録
参
照
)

「公
」
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵

の
略

「北
」
は
北
野
天
満
宮
所
蔵

の
略
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「金
」
は
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
所
蔵
の
略

「京
附
」
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
略

い
ず
れ
も
記
号
の
後
に
続
く
番
号
は
、
前
著
と
同
じ
く
当
該
所
蔵

機
関
の
請
求
番
号
を
指
す
。

幸
安
自
筆
の
写
図

地

図

名

請求

番
号

備

考

近
世
伏
見
地
図

二

公
二

五
に

同
じ
。

呉
竹

伏
見
地

図と二枚で一セット(大きさ七六・○×九三・五)

呉竹

伏
見
旧
地
図

三

公
二
六
に
同
じ

京
師
内
外
地
図

四

公
一

五

に

同
じ

山
城
国
地
図

五

公
六
に
同
じ

山
城
国
地
図

六

公
三
に
同
じ

大和

国
地
図

七

公
七

四
1
一

に

同
じ

河
内
国
地
図

七

公
五
六
に
同
じ

和
泉
輿
地
図

八

公
六
四
に
同
じ

摂
津
国
地
図

九

公
三
五
に
同
じ

播
磨
国
法
華
山
画
図

一

六

北
一

〇

1

ニ

ー
一

四

(
六

六
)に同じ、四枚一セット

芸
州
廣
島
地
図

一

六

北
一

〇

1

ニ

ー
一

四

(
六

七
)に同じ、四枚一セット

周
防
国
岩
国
金
臺
橋
図

一

六

北
一

〇

1

ニ

ー
一

四

(
六

八
)に同じ、四枚一セット

長
門
国
長
府
地
図

一

六

北
一

〇

ー

二

ー
一

四

(
六

九
)に同じ、四枚一セット

備
前
国
地
図

一

八

公
一

五

六
と

同
じ

美
作
国
地
図

二
〇

公
一

五

八
と

同
じ

地

図

名

請求

番
号

備

考

備後

国
深
津
郡
福
山
之
地
図

二
四

公
一

五
七

に

同
じ

因
幡
国
地
図

三
五

公
一

四
五

に

同
じ

鳥
取
之
地
図

三
六

公
一

四
四

に

同
じ

豊
後
国
地
図

四
四

公
一

九
三
に

同
じ

筑前

国
地
図

四
五

公
一

八

八
に

同
じ

筑前

国
博
多
八
景
致
図

四
六

北
一

〇

i
二

ー
一

四

(
八

六
)に同じ、三枚一セット

豊
前
国
羅
漢寺

地
図

四
六

北
一

〇

1
ニ

ー
一

四

(
八

七
)に同じ、三枚一セット

筑
紫
箱
崎
八
幡
宮
地
図

四
六

北
一

〇

ー
ニ

ー
一

四

(
八

五
)に同じ、三枚一セット

筑
後
国
地
図

四
七

公
一

八
九
に
同
じ

豊
前
国
地
図

四
七

公
一

九
二

に

同
じ

対
馬
国
盥ハ
地
図

四
七

北
一

〇

1

ニ

ー
一

四

(
八

八
)に同じ

壱
岐
国
地
図

四
七

公
一

九
七
に
同
じ

肥
前
国
地
図

四
八

公
一

九

〇
に

同
じ

対
馬
国
地
図

四
九

公一

九
九
に
同
じ

肥
後
国
地
図

五
〇

公
一

九
一

に

同
じ

日
向
国
地
図

五
一

公
一

九

四
に

同
じ

大
隅
国
地
図

五
二

公
一

九
五

に

同
じ

薩
摩
国
地
図

五
三

公一

九
六
に
同
じ

若
狭
国
地
図

五
四

公
一

二

七

に

同
じ

越
前
国
地
図

五
五

公
一

二

八

に

同
じ

加
賀
国
地
図

五
六

公

=
一

九
に

似
て
い

る

能
登
国
地
図

五
七

公

=
二
〇
に
似
て
い
る

越
中
国
地
図

五
八

公
一

三
一

に

似
て

い

る

越
後
国
地
図

五
九

公
一

三
二
に

同
じ
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地

図

名

請
求
番
号

備

考

佐
渡
国
地
図

六
〇

公

=
三
二
に
同
じ

遠
江
国
地
図

亠

全

公
八
七
に
同
じ

常
陸
国
地
図

六
二

公
九
六
に
同
じ

上
総
国
地
図

六
三

公
九
四
に
同
じ

安
房
国
地
図

六
四

公
九
三
に
同
じ

伊
豆
国
地
図

六
五

公
九
〇
に
同
じ

相
模
国
地
図

六
六

公

九
一

に

似
て
い

る

武
蔵
国
地
図

六
七

公
九
二
に
似
て
い
る

下
総
国
地
図

六
八

公
九
五
に
同
じ

伊
賀
国
地
図

六
九

公
八
三
に
同
じ

甲
斐
国
地
図

七
〇

公
八
九
に
同
じ

志
摩
国
地
図

七
一

公
八
四
に
同
じ

尾
張
国
地
図

七
二

公
八
五
に
同
じ

伊
勢
国
地
図

七
三

公
七
五
に
同
じ

駿
河
国
地
図

七
四

公
八
八
に
同
じ

三
河
国
地
図

七
五

公
八
六
に
同
じ

三
河
国
地
図

七
六

右
の
七
五
と
同
じ

下
野
国
地
図

七
七

公
一

一

七
に

同
じ

信
濃
国
地
図

七
八

公
一

一

五

に

同
じ

上
野
国
地
図

八
○

公

=

六
に
似
て
い
る

美
濃
国
地
図

八
一

公
一

一

三

に

似
て
い

る

近
江
国
地
図

八
二

公
一

一

二

に

似
て
い

る

飛
騨
国
地
図

八
三

公
一

一

四
に

似
て
い

る

「同
じ
」
と
書
い
た
分
は
、
書
誌
情
報
も
内
容
的
に
も
全
く
同
じ
も

の
で

あ
る
が
、
「
似
て
い
る
」
と
書

い
て
い
る
分
は
、
他
館

の
幸
安
地
図
に
は

年
記
や
識
語
が
書
か
れ
て
い
る

の
に
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
他

館
地
図
と
若
干

の
違

い
が
認
め
ら
れ
る
が
内
容
自
体
に
大
差
な
い
も

の
を

対

象

と

し

て

い

る
。

自
筆
下
書
き

地

図

名

請
求番

号

備

考

城
池
天
府
京
師
地
図

一

公
一

七
の
下
書
き

一
点
だ
け
、
未
完
成

の
幸
安
地
図
が
あ
る
。
当
地
図
は
、
洛
中
の
北
部

辺
り
を
描
き
か
け
た
地
図
で
あ
る
が
、
年
記
も
原
本
と
同
じ
で
あ
り
寸
法

も
大
差
な
い
。

新
発
見
の
原
本
地
図

地

図

名

請
求
番
号

備

考

備
前
国
地
図

一

七

金
五
三
の
原
本

美
作
国
地
図

一

九

金
五
二
の
原
本

備
中
国
地
図

二
帖
之
内
北半国按

二
一

金
五
五
の
原
本

備
中
国
地
図

二
帖之

内
南半国著

二
二

金
五
六
の
原
本

備
後
国
地
図

二
三

金
五
七
の
原
本

安
芸
国
地
図

二
五

金
六
〇
の
原
本

安
芸
国
地
図

二
六

金
五
九
の
原
本

周
防
国
地
図

二
七

金
六
一

の

原

本

長
門
国
地
図

二
八

金
六
二
の
原
本

長
門
国
地
図

二
九

金
六
二
の
原
本
(
右
の
二
八

と同じ)

丹
波
国
地
図

三
〇

金
三
九
の
原
本

丹
波
国
地
図

=
二

金
四
〇
の
原
本
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森幸安の地図を追って

地

図

名

請
求
番
号

備

考

丹
後
国
地
図

三
二

公
一

四
二
・
一

四
三
の
セ
ッ

ト

原本

但
馬
国
地
図

三
三

金
四
二
の
原
本

因
幡
国
地
図

三
四

金
四
三
の
原
本

出
雲
国
地
図

三
七

金
四
七
の
原
本

伯
耆
国
地
図

三
八

金
四
六
の
原
本

石
見
国
地
図

三
九

金
四
八
の
原
本

隠
岐
国
地
図

四
〇

金
四
九
の
原
本

陸
奥
出
羽
両
国
地
図

七
九

京
附
の
原
本
か

手
薄
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
東
北
地
方
で
七
点
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
日
の
目
を
見
な
い
幸
安
地
図
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う

期
待
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

一
点

で
も
多
く
の
幸
安
地
図
を
集
め
、
幸

安
地
図

の
解
明
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

な
お
、
本
報
告

は
、
ト

ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
金

に
よ
る
研
究
成
果
の

一

部

で
あ
る
。

末
尾
に
改
め
て
高
木
氏

の
ご
厚
意
に
謝
意
を
申
し
上
げ
て
筆
を
擱
く
こ

と
と
す
る
。

国
会
図
書
館
所
蔵
分

の
調
査

の
結
果
、
判
明
し
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
。

①

従
来
知
ら
れ
て
い
た
幸
安
自
筆
地
図
と
同
じ
内
容
を
持

つ
多
数

の

幸
安
自
筆
写
図
と
見
ら
れ

る
地
図
が
伝
存
し
て
い
た
。

②

後
世

の
写
図
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
図
の
原
本
に
相
当
す

る
地
図
が
多
数
見

つ
か

っ
た
。

③

幸
安
自
筆

の
下
書
き
図
が
新
た
に

一
点
見

つ
か

っ
た
。

お
わ
り

に

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
分

の
調
査

の
結
果
、
前
著

で
解
明
し
た
地
図

の
校
合
方
法
や
幸
安

に
地
図
を
提
供
し
た
人
物
な
ど
を
再
確
認
で
き
た
。

さ
ら
に
、
国
会
図
書
館
所
蔵
分

か
ら
は
、
幸
安
が
同
内
容
同
形
態

の
複
製

品
を
大
量
に
作
製
し
て
い
た
事
実
が
分
か

っ
た
。
な
ぜ
幸
安
が
複
製
品
を

多
く
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
新
た
な
疑
問
も
わ
き
起

こ
っ
た
。
ま

た
、
東
北
地
方
や
九
州
地
方
な
ど
日
本
列
島

の
両
端
に
位
置
す
る
地
域
は
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